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第１学年○組  算数科  学習指導案 
授業日：令和５年１０月○日（○） 

場 所：１年○組教室 

指導者：○○ ○○ 

１ 単元について 

 

 

単元名 ひきざん 

単

元

の

目

標 

単元の目標 

１１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法計算の仕方を理解し、計算の仕方を操作や図を

用いて考える力を養うとともに、計算の仕方を操作や図を用いて考えた過程を振り返り、そのよさを

感じ、今後の学習や日常生活に活用しようとする態度を養う。 

【知識・技能】 

 ・１１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法計算が、「１０といくつ」という数の見方を基に

してできることを理解し、その計算が確実にできる。 

【思考力・判断力・表現力等】 

 ・数の構成に着目し、１１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法計算の仕方を、操作や図を

用いて考え、表現することができる。 

【学びに向かう力・人間性等】 

・１１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法計算の仕方について、「１０といくつ」という数

の見方や操作、図などを用いて考えた過程や結果を振り返り、そのよさや楽しさを感じようとする

態度を養う。 

児

童

の

実

態 

 

○児童の実態について（男○名、女○名 計○名） 

【レディネステスト】※別紙 

問題  正答率 誤答 

１ けいさんをしましょう。 

 ①２－１  ②６－５  ③９－２  

④１０－４ ⑤１０－８ 

①１００％ ②１００％ 

③１００％ ④ ９２％ 

⑤ ８８％ 

④５ 

⑤５、１８ 

２ かずをかきましょう。 

 ①５は４と□   ②９は４と□ 

 ③１０は６と□  ④□は１０と２ 

 ⑤１５は□と１０ 

① ８０％ ② ８０％ 

③ ７７％ ④ ６８％ 

⑤ ７７％ 

①無解答４名、９      

②無解答４名、１３ 

③無解答５名、１６ 

④無解答６名、７、８ 

⑤無解答６名 

３ チョコが６こあります。クッキー

が８こあります。チョコとクッキー

のちがいは、なんこですか。 

式 ４０％ 

答え６０％ 

式  無解答７名、 

６―８、６＋８ 

答え 無解答６名、２、 

１４こ 

４（未習）けいさんをしましょう。 

 ①９＋４  ②１３－９ 

  

① ６４％ ② ６４％ 

 

①無解答４名、５、１４      

②無解答５名、１、２２ 

 
事前に本単元に関わるレディネステストを行った。問題１の「１０までの数の計算」では、数が大き

くなる計算ほど誤答が目立った。問題２の「１５までの数の構成」では、「いくつといくつ」という数の
見方が定着していない児童が多かった。問題３の「求差」では、立式のできた児童が４０％と低く、問
題文を理解できず、無解答だったり様々な立式をしたりする児童が多く見られた。未習内容の問題４で
も、無解答が目立ち、どのように計算をしたらよいか分からない児童が多いと考えられる。 
そこで、この単元を学習するにあたり、以下の２点を身に付けさせたい。１点目は、減法が用いられ

る問題場面を読み取り、立式し計算ができること。２点目は、減加法と減々法の計算の仕方を知り、そ
の計算が確実にできることである。そのために、「１０といくつ」の数の見方に着目させ、ブロック操作
や図を使って問題解決ができる力を養っていく。 
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単元の指導計画(本時 ５／１０) 

時 目標 学習活動 

評価の観点と方法 

○は学級全員の児童の

学習状況について記録に

残す評価 

(1) 13－9 の けいさん  p.76～80 4 時間 

1 〔プロローグ〕 

p.76 

①p.76 を見て、「のこりはなんこ」を求める場面であることから、

減法であることを考え、立式する。既習の減法計算を振り返る。 

（所要時間は 10 分程度） 

・ 11～18 から 1 位数をひく繰

り下がりのある減法計算

で、被減数を分解して計算

する方法（減加法）を理解す

る。 

p.76～78 

①p.77 を見て、13－9 は未習の計算であ

ることを確認する。 

②13－9 の計算の仕方を考える。 

○［知技］既習の加減計

算や「10 といくつ」とい

う数の見方を基にした

13－9 などの計算の仕

方を理解し、その計算が

できる。【観察・ワークシ

ート】 

［思判表］13－9 などの

計算の仕方を、数の見方

（10 といくつ）を活用

して、操作や図を用いて

考え、説明している。 

【観察・ワークシート】 

［態度］既習の加減計算

の学習や数の見方を基

に、13－9 などの計算の

仕方を考えようとして

いる。【観察・ワークシー

ト】 

2 ①操作や図を用いて、13－9 の計算の仕

方を説明する。 

②減加法による計算方法をまとめる。 

③減加法の方法で 12－9の計算をする。 

3 ・ 前時までの学習を踏まえ、

11～18 から 1 位数をひく繰

り下がりのある減法計算

で、被減数を分解して計算

する方法（減加法）の理解を

確実にする。 

p.79～80 

①減数が 8 や 7 の場合の計算の仕方を

考える。 

②10 のまとまりから 1 位数をひくとよ

いことについてまとめる。 

○［知技］減加法による

計算が確実にできる。 

【観察・プリント】 

［思判表］減数が 9～5 の

場合でも、10 のまとま

りから 1 位数をひいて

計算すればよいことを

考え、説明している。 

【観察・ワークシート】 

4 ①減数が 9～5の場合の計算練習に取り

組む。 

②文章題を解決する。 



3 

 

時 目標 学習活動 

評価の観点と方法 

○は学級全員の児童の

学習状況について記録に

残す評価 

(2) 12－3 の けいさん  p.81～82 2 時間 

5 

本

時 

・ 11～18 から 1 位数をひく繰

り下がりのある減法計算

で、減数を分解して計算す

る方法（減々法）があること

を知り、計算の仕方につい

ての理解を深める。 

p.81～82 

①場面を読み取り、立式をする。 

②12－3 の計算の仕方を考える。 

③減数を分解して計算してもよいこと

を確認し、減々法による計算方法に

ついてまとめる。 

○［知技］11～18 から 1

位数をひく繰り下がり

のある減法計算は、被減

数を 10 のまとまりとい

くつに分けて考えれば

よいことを理解し、その

計算ができる。 

【観察・ワークシート】 

○［思判表］被減数、減数

の大きさに関係なく、被

減数の構成に着目して

計算の仕方を考え、操作

や図などによって説明

している。【観察・ワーク

シート】 

6  ①16－7 の計算の仕方を考える。 

②自分が計算しやすい方法で考えてよ

いことを確認する。 

③計算練習に取り組む。 

④文章題を解決する。 

(3) かあど れんしゅう  p.83～84 3 時間 

7 

～  

9 

・ 減法の計算能力を伸ばす。 

p.83～84 

①計算カードを用いたいろいろな活動

を通して、11～18 から 1 位数をひく

繰り下がりのある減法計算の練習を

する。 

②答えが 9 になるカードを集めたり、

同じ答えのカードを並べたりして、

数の並び方の規則性を見いだし、数

の関数的な見方にふれる。 

○［知技］11～18 から 1

位数をひく繰り下がり

のある減法計算が確実

にできる。【観察・ワーク

シート】 

［思判表］計算カードの

並び方について、縦に見

ると被減数が 1 増える

と減数も 1 増える、とい

う関数的な見方に気づ

き、数の関係を説明して

いる。【観察・ワークシー

ト】 

まとめ  p.85 1 時間 

10 ・ 学習内容の定着を確認する

とともに、単元で学習した

ことのよさを感じ価値づけ

る。 

p.85 

①「たしかめよう」に取り組む。 ○［知技］基本的な問題

を解決することができ

る。【観察・ワークシート】 

［思判表］単元の学習を

活用して問題の解決の

仕方を考え説明してい

る。【観察・ワークシート】 

［態度］単元の学習で考

えた過程や結果を振り

返り、そのよさや楽しさ

を感じている。 

【観察・ワークシート】 



4 

 

２ 本時の指導 

 (１) 小単元名 「１２―３のけいさん」（５／１０） 

(２)  ねらい 

・11～18 から 1 位数をひく繰り下がりのある減法計算で、減数を分解して計算する方法（減々法） 

があることを知り、計算の仕方についての理解を深める。 

 (３) 研究の視点に対する手立て 

 【１ 焦点化（シンプル）～ねらい、学習内容を絞る】 

     ◆減々法の計算の仕方を理解させるために、被減数と減数の１位数に着目させる。 

   【２  視覚化（ビジュアル）～学習内容をイメージしやすくする】 

     ◆式や図、ブロック操作や言葉を結び付けることで、計算の仕方を理解させる。 

     【３  共有化（シェア）～学習者間で学びを確かめ、深め、広げる】  

◆減々法についてブロックを操作して説明させ、手順を確かめ合わせる。 

(４)  学習過程 

段階 主な学習活動 

○発問、説明 ・予想される児童の反応 

＊指導上の留意点 ◆手立て 

※評価（方法）【観点】 

導入   

１０分 

振り返り 

（４分） 

 

 

１ 既習内容を振り返る。 

○フラッシュ計算をしましょう。 

・６－３  ・９－４  ・１０－７など 

○いくつといくつに分けましょう。 

○１２は…。 ・１０と２です。 

○３は…。  ・２と１です。など 

○１４－８の計算の仕方を振り返りましょう。 

 ・１４を１０と４に分けます。 

 ・１０から８をひくと２です。 

 ・２と４で６です。 

 

＊集中力を高めさせるためにテンポよく行う。 

 

＊「いくつといくつ」という数の見方に着目させ

る。 

 

＊算数コーナーに提示した１４－８の計算の仕

方を復唱しながらブロックを操作し、減加法

を確認させる。 

問題場面 

(３分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 問題場面を捉える。 

 

 

 

○分かっていることに青線、求めることに赤線

を引きましょう。 

○分かっていること、聞かれていることは何で

すか。 

・ケーキが１２こあります。 

・３個食べました。 

・残りは何個ですか。 

○どんな式になりますか。 

・１２－３です。 

 

＊おかしの模型を用意することで、課題解決に

向けての意欲を喚起する。 

＊問題文の視写に時間が掛かる児童には、数字

だけを書き込むワークシートを配付する。 

＊指で問題文を追いながら声に出して読ませ

る。 

 

 

 

 

 

 

＊算数コーナーに掲示してある引き算の立式に

なるキーワードを確認させる。 

おかしが１２こあります。 
３こたべると、のこりは なんこですか。 
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課 題 の

把握 

(３分) 

３ 本時の課題を把握し、見通しを持つ。 

○３をどこから引きますか。 

・１０のまとまりから引きます。 

○昨日、学習した「引き足し算（減加法）」を思

い出してみましょう。 

・１２を１０と２に分けます。 

 ・１０から３をひくと７です。 

 ・７と２で９です。 

 

 

 

○昨日は、はじめに、１０のまとまりから３を

引く計算の仕方でしたね。 

○今日は、ばらの２を使って新しい計算はでき

ないかな。 

 

 

 

 

・できるかもしれない。 

○課題を書きましょう。 

 

 

 

＊答えには触れずに、減加法の手順を意識させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「ばら」という言葉を押さえ、ばらから引く 

計算をすることを伝え、課題解決に向かわせ

る。 

◆減々法の計算の仕方を理解させるために、被

減数と減数の１位数に着目させる。 

【手立て１】 

 

 

展開 

２５分 

自力解決

(1０分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自分で計算の仕方を考えてみましょう。 

①ブロック操作での減々法 

 

 

 

 

・１２から２をひく。 

・１０から１をひく。答えは９個。 

②図（さくらんぼ計算）での減々法 

 

 

 

 

③言葉、④ペア発表の練習、⑤ミニ先生 

・１２のばらの数が２なので、３を２と１に分

けます。 

・１２から２をひくと１０です。 

・１０から１をひいて９です。 

・こたえは９個です。 

 

 

 

＊自力解決の手順を掲示することで、見通しを

持たせる。 

①ブロック操作→②図（さくらんぼ計算）→ 

③言葉で書く→④ペア発表の練習→⑤ミニ先生 

＊ブロック操作で１２－３の数え引きをしてい

る児童には、ばらの２から引くことに着目さ

せる。 

＊ブロック操作ができない児童には、ばらの２

を引かせ、次に１０のまとまりから１を引か

せることに気付かせる。 

＊図（さくらんぼ計算）で、３を１と２、３を１

と３などに分けている児童には、ブロックを

操作させて３を２と１に分けることに気付か

せる。 

＊⑤のミニ先生では、答えを教えるのではなく、

計算の手順のヒントを友達に教えることとす

る。 

＊言葉で説明ができない児童には、ワークシー

トに数字だけを書き込むヒントカードを配付

する。 

 

けいさんのしかたをかんがえましょう。 
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ペア 

(５分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表 

(５分) 

 

 

 

 

 

 

 

５ ペアで計算の仕方を説明する。 

○ペアで計算の仕方を説明しましょう。 

１２のばらの数が２なので、 

・３を２と１に分けます。 

・１２から２をひくと１０です。 

・１０から１をひいて９です。 

・こたえは９個です。 

 

 

 

 

 

＊説明ができない児童には、話型のヒントカー

ドを与え、説明できるようにさせる。 

 

◆減々法についてブロックを操作させ、手順を

確かめ合わせる。 

【手立て３】 

 

 

 

 

 

６ 考えを発表し合う。 

○計算の仕方を発表しましょう。 

①ブロック操作での減々法 

②図解（さくらんぼ計算）での減々法 

○みんなでブロックを使って計算をしましょ 

う。 

○さくらんぼ計算をワークシートに描いてみ

ましょう。 

○昨日の計算の仕方と今日の計算の仕方を比 

べてみましょう。 

減加法     減々法 

 

 

 

 

・昨日は、１２を１０と２に分けていたけど、

今日は、３を２と１に分けて計算した。 

 

 

＊計算手順を声に出してブロックを操作させ

る。 

 

 

＊１２の２（被減数）を黄色チョークで囲み、強

調する。 

＊被減数と減数の１位数に着目させ、３を２と

１に分けた方がよいことを考えさせる。 

＊減加法と減々法の両方を取り上げ、計算の仕

方が違うが答えは一緒になることに気付かせ

る。 

◆式や図、ブロック操作や言葉を結び付けるこ

とで、計算の仕方を理解させる。 

【手立て２】 

まとめ 

(５分) 

７ １２－３の計算の仕方をまとめる。 

○今日の計算の仕方をまとめます。声に出して

読みましょう。 

１２のばらの数が２なので、 

①３を２と１にわける。 

②１２の２から２をひく。 

③１０から１をひいて９。 

○プリントにまとめを書きましょう。 

 

 

 

＊被減数と減数の１位数に着目させ、ばらから

ひくという新しい考えに気付かせ、減々法の

計算の仕方をまとめさせる。 

＊ワークシートに書いたまとめを指で追いなが

ら声に出して読ませる。 

 

 

終末 

１０分 

適用問題

(８分) 

 

 

 

 

 

８ 適用問題に取り組む。 

○計算をして力を付けましょう。 

①１２－４（減々法）  ②１２－５ 

＊最初の１問目は、減々法で解かせる。２問目は

減加法・減々法のどちらで計算してよいこと

を伝える。 

 

 

 

 

 

 

※〔思・判・表〕被減数、減数の大きさに関係な

く、被減数の構成に着目して計算の仕方を考

え、操作や図などによって説明している。 

【観察・ワークシート】 

      【観察・ノート】 

※〔知・技〕11～18から 1位数をひく繰り下
がりのある減法計算は、被減数を 10 のま
とまりといくつに分けて考えればよいこ
とを理解し、その計算ができる。 

【観察・ワークシート】 

 

３を２と１にわけて、 
ばらから ひく けいさんの しかたもある。 
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振り返り

(２分) 

９ 今日の学習を振り返る。 

○ワークシートに感想を書きましょう。 

・今日は、ばらの２から引く計算の仕方が分か

りました。 

＊頑張ったことやできたことを認め、自信を持

たせる。 

 

（５）評価規準 

評価の観点 十分満足できる 満足できる 支援を要する児童への手立て 

思考・判断・表現  減々法の計算の仕方

を理解し、操作や図な

どによって分かりやす

く説明している。 

減々法の計算の仕

方を考え、操作や図

などによって説明し

ている。 

 ブロックを操作して計算の

仕方を理解させる。 

 話型を例示して、説明できる

ようにさせる。 

 

（６）板書計画 

黒板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜もんだい＞               ＜かだい＞                  ひきたしざん  ひきひきざん                                     

                                 

 

                        ブロック 

 

                                                     こたえは、おなじ。 

                         

                                                  ＜まとめ＞ 

しき １２－３＝９                                     

        答え ９こ        さくらんぼけいさん 

                                

                                            

                                                  ＜れんしゅう＞ 

               ・１２－４＝  ・１２－５＝ 

               ＜かんそう＞ 

                                                  ばらからひくけいさんのしかたがわかった。 

 

                                    

                                  

 

 

 

                                    

                                       

                                    

                                       

                                 

おかしが１２こあります。          
３こたべると、のこりは なんこですか。 

けいさんのしかたをかんがえましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

。 

１２－３ ひきひきざん 
①３を２と１にわける。 
②１２の２から２をひく。 
③１０から１をひいて９。 

 

１２を１０と２にわける。 
１０から３をひいた。 
 
はじめに、ばらの２をひくけいさんは
できないかな。 

３を２と１にわけて 
ばらから ひく けいさんのしかたもある。 


